
適用 
申請書名 被扶養者届兼国民年金第３号被保険者取得届 
目的 ◇この届書は健康保険被扶養者届と国民年金第３号被保険者取得届を一体化したもの 

で、配偶者(２０歳以上６０歳未満)を被扶養者とする場合は必ずこの届書を提出す 
る。（３枚複写になっているので３枚全て提出すること） 

◇配偶者以外の被扶養者を申請する場合はこの用紙ではなく１枚ものの被扶養者届用

紙を使用する。 
◇配偶者が外国籍の場合は「国民年金第３号保険被保険者ローマ字氏名届」も提出する。 

提出締切 ◇扶養する事由により届出期限が定められている。健康保険組合に届出が到着した日 
が届出期限内であれば事由発生日までさかのぼって認定される。 

扶養する事由 届出期限 
資格取得（入社・登録時） 原則、資格取得日から１０日以内 
結婚、出産、養子縁組の場合 その日から１４日以内 

上記以外で被扶養者に異動が生じた場

合（離婚、退職、雇用保険受給終了等） 
その日から５日以内 

※ 届出期限を経過して被扶養者届を提出した場合は、到着日が認定日となるため、 
 不備がある場合でも、保留することなく被扶養者届だけでも送付すること。 

 
【記入見本】 

 
 

★ ３枚複写になっているので、文字はボールペンを用いて楷書ではっきりと記入し、３枚全て提出 する。 

★ 誤って記入した場合には、二本線で訂正し、訂正箇所に３枚とも訂正印を押印する。 

 

 

 

１枚目のみ押印 

配偶者（第３号被保険者）の手帳

の氏名が旧姓の場合は氏名変更が

あった年月日を記入。 

『住所』欄に同

居と記入。 
※配偶者 (第３

号被保険者 )と
別居の場合は、

配偶者 (第３号

被保険者)の『郵

便番号』『住所』

を記入 

配偶者(第３号被保

険者)が基礎年金番

号の他に年金手帳

番号を持っている

場合に記入 

配偶者（第３号被

保険者）の現在の

職業、月収を記

入。 
収入がある場合

はその額の分か

るものを添付。 
年収１３０万円

未満であること 

本人記入

不要 

被保険者・配偶

者の医療助成の

確認。助成を受

けていれば、右

記に助成内容を

記入（医療助成

欄がない旧帳票

の場合は記入不

要） 

氏名変更(訂正)、生年月日訂正、 
性別訂正がある場合はマルをつける 

 配偶者(第３号被保

険者)の『基礎年金

番号』『同居・別居

の別』『氏名』『生

年 月日』『 性別』

『続柄』を記入。 
※配偶者(第３号被

保険者)の年金手帳

の氏名が変更前の

氏名の場合は『氏

名』欄に前の氏名を

記入の上、二重線で

抹消し、その上段に

変更後の氏名を記

入 
 

(記入例) 
 第一 
 健保 

【注意！！】 
被扶養者届に添付する書類は健保ＨＰまたはＭＡＴＥＳに掲載の「被扶養者認定提出ガイダン

スツール」を必ず確認のうえ提出してください！ 
（万一、ツールが利用出来ない場合のみ「被扶養者認定提出書類早見表」にてご確認願います。） 

２枚目／配偶者

( 第３号被保険

者)が自署、押印

を忘れずに！！ 
 



添付書類 ①扶養理由書 
②配偶者年金手帳の基礎年金番号が記載されている面のコピー 
（配偶者の氏名・生年月日・性別の訂正がある場合は、手帳コピーへ赤字で訂正後の内

容を記入のうえ送付いただき、手帳原本へは自身で訂正後の内容を記入 してください。）

→→ （次頁 『ご注意！！』を参照ください） 
③その他被扶養者の条件により必要な添付書類※ 
④被扶養者認定提出ガイダンスツールを使用した場合はその送付状 
（④は添付なしでも不備にはなりませんが、認定をｽﾑｰｽﾞに行うために添付にご協力ください！） 
⑤国民年金第３号保険被保険者 ローマ字氏名届（配偶者が外国籍の場合のみ） 
※健保ＨＰまたはＭＡＴＥＳ掲載の「被扶養者認定提出ガイダンスツール」を必ず確

認のうえ必要な添付書類を提出してください 
【記入項目の説明】 

番 
号 
 

項目名 説明 

被保険者欄 
① 所属またはグループ会社名 被保険者の所属 部、支社（営業オフィス）、グループ会社名を

記入する。 
② 被保険者証記号・番号 健康保険証の記号番号を記入する。 
③ 被保険者の氏名・印 他 被保険者の氏名・印・生年月日・性別を記入する。 
④ 異動の別 「認定１」にマルをつける。 
⑤ 変更内容 氏名変更（訂正）、生年月日訂正、性別訂正がある場合は該当番

号にマルをつける。 
⑥ 
 

資格取得年月日・標準月収額 健康保険の資格取得日、標準月額（不明の場合は記入不要）を

記入する。 
⑦ 基礎年金番号又は手帳記号

番号 
被保険者の基礎年金番号を記入する。 

⑧ 郵便番号・被保険者の住所 被保険者の郵便番号・住所を記入する。 

配偶者である被扶養者欄 
⑨ 基礎年金番号又は手帳記号

番号 
配偶者の基礎年金番号を記入する。 

⑩ 生年月日（訂正後） 生年月日に訂正がある場合記入する。その場合被扶養者氏名の

右の生年月日欄には「訂正前」の生年月日を記入する。 
⑪ 手帳記号番号 配偶者が基礎年金番号の他に年金手帳番号を持っている場合に

記入する。 
⑫ 被扶養者になった理由 該当する理由にマルをつける。 

⑬ 同居・別居の別 同居か別居かマルをつける。 

⑭ 
 

被扶養者の氏名・生年月日 
性別・続柄 

配偶者の氏名・生年月日・性別・続柄を記入する。配偶者の年

金手帳の氏名が旧姓の場合は『氏名』欄に前の氏名を記入の上、

二重線で抹消し、その上段に変更後の氏名を記入する。 
性別訂正がある場合は訂正後の性別を記入する。 

⑮ 被扶養者の職業・月収 配偶者の職業と月収を記入する。（無職・パート等） 
⑯ 郵便番号・被扶養者の住所 被保険者と同居の場合は「同居」と記入する。 

別居の場合はその住所を記入する。 
※被扶養者の住所はマイナンバーを住基ネットより取得す

る場合に使用させていただきます。 
⑰ 氏名変更（訂正）年月日 配偶者年金手帳の氏名が旧姓の場合は変更（訂正）があった日

を記入する。 
⑱ 外国人区分 配偶者が外国籍の方は該当にマルをつける。 

国民年金第３号保険被保険者ローマ字氏名届も提出する。 
⑲ 被扶養者の通称名 配偶者が外国籍で通称名がある場合は記入する。 



 
 

ご注意！！ 

 

「国民年金第３号被保険者届」の内容について、年金手帳に追記はありません。 

資格取得（種別変更）処理が終了いたしましたら、日本年金機構より「国民年金第3号被保険

者資格該当通知書」がご自宅あてに郵送されますので、その通知書にて届出内容をご確認く

ださい。 

 
 
【国民年金第３号保険被保険者 ローマ字氏名届記入見本】（配偶者が外国籍の場合のみ） 
 

 
 
 
 
 

医療助成確認欄 
⑳ 医療助成の有無・種類・内容 

（医療助成欄がない旧帳票の

場合は記入不要） 

被保険者及び配偶者の医療助成の確認。助成を受けていれば、 
種類・具体的内容を記入する。助成を受けていなければ、無

にマルをつける。 
事業主証明欄 
21 事業主証明欄 本人は記入不要。 

記入内容が相違ないことを確認し、第一生命従業員はＤＮ総

務事務センター、グループ会社は各社総務で記入・証明する。 
２枚目届出人記載欄 
22 （２枚目）届出人記載欄 配偶者の自署にて住所・氏名・電話番号を記入し、押印。 



Ｑ＆Ａ 
 
 
 
 
Ａ．第３号被保険者の年金手帳については、直接ご本人より年金事務所にて手続きをお願いします。  

 
 
 
 
 

 
Ａ．添付書類を確認するためのツールは「被扶養者認定提出ガイダンスツール」となります。 

掲載場所は以下の通りとなります。認定をスムーズに行うために必ずツールをご確認願います。 
  （万一、ツールが利用出来ない場合のみ「被扶養者認定提出書類早見表」にてご確認願います。） 
 

●ＭＡＴＥＳ→業務 BOX：健康保険組合→被扶養者→被扶養者届  
●健康保険組合ＨＰ：http://www.daiichiseimei-kenpo.or.jp/ →「こんなとき、こんな届出を」→ 
家族を加入させるとき→添付書類欄 

 
 

H30.2 月改訂 

Ｑ．「その他被扶養者の条件により必要な添付書類がある」とありますが、添付書類を確認するため 
のツールはどこにありますか？ 

 

Ｑ．第３号被保険者の年金手帳を紛失してしまったが、再交付するにはどうしたらいいですか？ 
 

http://www.daiichiseimei-kenpo.or.jp/

